
Aug.●10

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

暮

ら

し

の

お

知

ら

せ

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の

一
部
負
担
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す

老
人
保
健

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

75
歳（
一
定
の
障
害
が
あ
る
と
認
定
さ
れ

た
場
合
は
65
歳
以
上
）に
な
る
と
、
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
の
資
格
に
加
え
て

老
人
保
健
の
適
用
が
受
け
ら
れ
、
お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の
一
部
負
担
金

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
昭
和
７
年
９
月
30
日
以
前

◆
老
人
保
健
と
は

生
ま
れ
の
人
は
、
従
来
ど
お
り
老
人
保

健
の
対
象（
一
定
の
障
害
が
あ
り
、
市
長

の
認
定
を
受
け
た
65
歳
以
上
の
人
も
同

様
）で
す
。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、
窓

口
に
健
康
保
険
証
、
健
康
手
帳
、
老
人

医
療
受
給
者
証
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

老
人
保
健
制
度
は
、
世
帯
や
所
得
の

状
況
に
よ
り
、
自
己
負
担
割
合
が
１
割

と
２
割
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
老
人
医

療
受
給
者
証
が
な
い
と
負
担
割
合
の
正

し
い
判
定
が
で
き
ま
せ
ん
。

〇

入
院
し
た
と
き
は

次
に
該
当
す
る
人
は「
老
人
医
療
の
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
医
療
機
関
に
提
示
す
れ
ば
、
入
院
時

の
自
己
負
担
額
お
よ
び
食
費
負
担
が
減

額
さ
れ
ま
す
。
こ
の
認
定
証
は
、
保
険

年
金
課
に
申
請
し
、
認
定
さ
れ
た
場
合

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

◆
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る

と
き
は

・
住
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
属
す
る
人

（
住
民
税
非
課
税
Ⅱ
）と
、
そ
の
う
ち

世
帯
員
の
所
得
が
な
い
人
ま
た
は
年

金
収
入
だ
け
の
場
合
65
万
円
以
下
で

あ
る
人（
住
民
税
非
課
税
Ⅰ
）

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
は
、
か
か

っ
た
医
療
費
の
１
割
ま
た
は
一
定
以
上

所
得
者
は
２
割
を
負
担
し
ま
す
。

た
だ
し
、
入
院
の
場
合
は
限
度
額
が

あ
り
ま
す
。

〇

一
定
以
上
所
得
者
と
は

同
一
世
帯
に
一
定
の
所
得
以
上（
市
民

税
課
税
所
得
が
１
２
４
万
円
以
上
）の
70

歳
以
上
の
人
ま
た
は
老
人
保
健
対
象
者

が
い
る
人
。

た
だ
し
、
一
定
所
得
以
上
で
も
70
歳

以
上
の
人
お
よ
び
老
人
保
健
対
象
者
の

収
入
の
合
計
が
、
一
定
額
未
満（
70
歳
以

上
の
人
お
よ
び
老
人
保
健
対
象
者
が
一

人
の
世
帯
の
場
合
は
年
収
４
５
０
万
円

未
満
、
二
人
以
上
の
世
帯
の
場
合
は
世

帯
の
年
収
６
３
７
万
円
未
満
）で
あ
る
こ

と
を
申
請
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
場
合
は

１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

所
得
判
定
は
毎
年
８
月
１
日
を
基
準

に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

◆
窓
口
で
支
払
う
お
金
は

外
来
や
入
院
な
ど
で
、
同
じ
月
内
の

自
己
負
担
額
が
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、

後
日
申
請
し
て
老
人
保
健
か
ら
払
い
戻

し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
保
険
の

適
用
を
受
け
な
い
診
療
や
差
額
ベ
ッ
ド

代
な
ど
は
対
象
外
で
す
）。

高
額
医
療
費
が
支
給
さ
れ
る
人
に
は
、

受
診
月
の
２
〜
３
カ
月
後
に「
該
当
通
知

書
」を
送
付
し
て
い
ま
す
。
通
知
が
届
い

た
人
は
早
め
に
保
険
年
金
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
住
民
税
非

課
税
に
該
当
す
る
人
は
、
限
度
額
が
減

◆
高
額
医
療
費
が

支
給
さ
れ
ま
す

額
さ
れ
ま
す
の
で
、
負
担
額
減
額
認
定

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

転
入
や
転
居
な
ど
に
よ
り
世
帯
構
成

な
ど
が
変
わ
っ
た
り
、
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
届

け
出
が
必
要
で
す（
左
表
参
照
）。

受
給
資
格
の
変
更
に
よ
る
正
し
い
医

療
費
の
支
払
請
求
が
出
来
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
お
願
い

し
ま
す
。

◆
こ
ん
な
と
き
に
は
届
け
出
を

※
く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課（
1
20
‐

１
５
４
７
）へ
。

こんなときには届け出を 届け出に必要なもの

転入してきたとき
健康保険証・負担区分証
明書

転出するとき

死亡したとき
医療受給者証・国民健康
保険証・介護保険証

住所が変わったとき

医療保険の変更およびそう失 健康保険証（社会保険証
（記号番号変更含む） など）・医療受給者証

印鑑・健康保険証と身体
65歳以上で一定の障害 障害者手帳・障害年金証
があるとき 書・診断書のいずれかの

書類

医療受給者証をなくした
健康保険証・印鑑

とき
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施
設
の
周
辺
で
は

遊
ば
な
い
で

印
旛
沼
周
辺
の
土
地
改
良
施
設

８
月
期
の
支
払
い
は

11
日
か
ら 老

齢
福
祉
年
金

※
く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課（
1
20
‐

１
５
２
６
）へ
。

※
く
わ
し
く
は
印
旛
沼
土
地
改
良
区

（
1
０
４
３
‐
４
８
４
‐
１
１
５
５
）

へ
。

医
療
費
が
大
き
く
な
っ
た
と
き

高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費

高
額
療
養
費
は
、
国
民
健
康
保
険
加

入
者
が
一
定
額
を
超
え
る
自
己
負
担
分

医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き
、
申
請
し
て

認
め
ら
れ
れ
ば
、
限
度
額
を
超
え
た
分

が
国
民
健
康
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

同
じ
人
が
同
じ
月
内
に
同
じ
医
療
機

関
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
が
左
表
の

◆
１
カ
月
の
自
己
負
担
額
が

限
度
額
を
超
え
た
と
き
に
支
給

限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た

分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
70
歳
以
上
で
高
齢
受
給
者

証
を
も
っ
て
い
る
人
は
、
左
下
表
の
限

度
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
世
帯
に

は
、「
該
当
通
知
書
」を
郵
送
し
て
い
ま

◆
支
給
対
象
者
に
は

「
該
当
通
知
書
」を
郵
送
し
ま
す

す
。
こ
の
通
知
を
受
け
取
っ
た
ら
、
指

定
さ
れ
た
期
間
内
に
、
印
鑑
・
医
療
費

の
領
収
書（
病
院
な
ど
が
発
行
し
た
も

の
）・
該
当
通
知
書
を
持
っ
て
保
険
年
金

課
で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

老
齢
福
祉
年
金
は
明
治
44
年
以
前
に

生
ま
れ
た
人
な
ど
、
限
ら
れ
た
人
が
受

け
て
い
る
年
金
で
す
。
こ
の
年
金
を
受

け
て
い
る
人
に
、
８
月
期
の
支
払
い
金

額
を
記
入
し
た
年
金
証
書
が
、
千
葉
社

会
保
険
事
務
局
年
金
課
か
ら
支
払
い
開

始
日
前
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

８
月
期
の
年
金
支
払
い
は
11
日（
水
）

か
ら
で
す
。

年
金
の
支
払
い
を
受
け
た
ら
、
年
金

証
書
は
保
険
年
金
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
は
、
次
回
11
月
支
払
い
分

か
ら
の
年
金
額
を
決
定
し
て
証
書
に
記

入
す
る
た
め
で
す
。

ま
た
、
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
が
新

た
に
厚
生
年
金
や
恩
給
な
ど
の
公
的
年

金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

や
そ
の
ほ
か
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、

早
め
に
保
険
年
金
課
へ
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課（
1
20
‐

１
５
４
７
）へ
。

印
旛
沼
周
辺
に
は
多
く
の
土
地
改
良

施
設
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
施
設

で
子
ど
も
た
ち
の
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
事
故
は
大
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た

心
遣
い
で
防
げ
る
も
の
で
す
。
次
の
よ

う
な
場
所
に
は
子
ど
も
を
近
づ
け
な
い

よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

〇

揚
排
水
機
場
の
付
近
…
大
き
な
ポ
ン

70歳未満の人の自己負担限度額
負担区分 入院・外来

上位所得者
139,800円＋医療費が466,000円を超えた場合超えた
分の1％（77,700円）

一般
72,300円＋医療費が241,000円を超えた場合超えた
分の1％（40,200円）

市民税
35,400円（24,600円）

非課税世帯

70歳以上の人の自己負担限度額
負担区分 外来【個人】外来＋入院【世帯ごと】

一定以上所得者 40,200円
72,300円＋医療費が361,500円を超
えた場合超えた分の1％（40,200円）

一般 12,000円 40,200円
低所得者Ⅱ

8,000円
24,600円

低所得者Ⅰ 15,000円

〇上位所得者とは国民健康保険税算定の基礎控除後の所得が670万
円を超える世帯のこと

〇低所得者Ⅱとは、国保に加入している世帯員全員が市民税非課税
〇低所得者Ⅰとは、国保に加入している世帯員全員が市民税非課税
で、全員の所得が一定基準以下

水
は
貴
重
な
資
源

８
月
１
日
は
水
の
日

夏
は
水
の
使
用
量
が
最
も
多
く
な
る

季
節
で
す
。
水
に
つ
い
て
関
心
を
高
め
、

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
８
月
１
日

が「
水
の
日
」に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
る
水

道
水
は
、
地
下
水
と
河
川
水
が
水
源
で

す
。
水
を
使
う
と
き
は
節
水
を
心
掛
け
、

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
市
水
道
部
業
務
課（
1

22
‐
０
２
６
９
）へ
。

プ
で
沼
や
河
川
か
ら
水
を
吸
い
込
ん

だ
り
排
水
し
た
り
す
る
た
め
、
流
れ

が
速
く
大
変
危
険
で
す
。

〇

用
・
排
水
路
、
吐
き
出
し
水
槽
、
分

水
槽
…
水
を
遠
く
ま
で
運
ぶ
た
め
流

れ
が
速
く
先
が
地
下
埋
設
管
に
な
っ

て
い
る
場
合
も
。
ま
た
、
水
槽
は
大

変
深
く
な
っ
て
い
ま
す
。

〇

堰せ
き

、
水
門
、
落
差
工
…
川
を
せ
き
止

め
る
た
め
、
流
れ
が
滝
の
よ
う
に
な

り
、
付
近
は
滝
つ
ぼ
の
よ
う
に
深
く

な
っ
て
い
ま
す
。

※（ ）内は過去12カ月以内に4回以上高額支給があった場合の4回
目以降の限度額
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※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
1

20
‐
１
５
３
０
）へ
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課（
1
20
‐

１
５
３
２
）へ
。

処
分
は
適
正
に

使
用
済
み
自
動
車

運
転
者
の

モ
ラ
ル
に
か
か
っ
て
い
ま
す

迷
惑
駐
車

最
近
、
駅
周
辺
だ
け
な
く
、
住
宅
街

な
ど
に
も
迷
惑
駐
車
が
横
行
し
、
取
り

締
ま
り
を
強
化
し
て
欲
し
い
と
の
苦
情

や
要
請
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
街
頭
啓
発
な
ど
を
通
じ
運

転
者
の
意
識
改
革
を
訴
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
警
察
署
に
取
り
締
ま
り
を
要
請

し
、
実
施
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

迷
惑
駐
車
は
最
終
的
に
運
転
者
一
人

ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
や
良
心
に
頼
ら
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
迷
惑
駐
車
を
す
る
人
は
、

近
く
の
居
住
者
や
関
係
者
が
多
い
と
思

わ
れ
る
の
で
、
周
囲
の
人
で
話
し
合
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課（
1
20
‐

１
５
２
７
）へ
。

位
牌
の
引
き
取
り
を

お
願
い
し
ま
す

市
営
「
成
田
霊
園
」

市
営「
成
田
霊
園
」で
は
、
霊
園
内
に

駐
車
場
を
整
備
す
る
た
め
、
園
内
の
護

守
堂
を
取
り
壊
し
ま
す
。
護
守
堂
内
に

位
牌

い
は
い

を
預
け
て
い
た
人
は
、
８
月
30
日

（
月
）ま
で
に
引
き
取
り
を
お
願
い
し
ま

す
。
引
き
取
り
の
な
か
っ
た
位
牌
に
は
、

囲
護
台
墓
地
管
理
組
合
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
お
祓は

ら

い
・
お
焚た

き
上
げ
を
し
て

供
養
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
＝
９
月
11
日（
土
）
午
前
10
時
〜

●
場
所
＝
成
田
霊
園
内（
囲
護
台
）

※
く
わ
し
く
は
囲
護
台
墓
地
管
理
組
合

（
1
22
‐
４
４
７
６
＝
昼
間
、
1
22

‐
５
５
８
７
＝
夜
間
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
）ま
た
は
環
境
衛
生
課（
1
20
‐

１
５
３
１
）へ
。

一
般
家
庭
用
の
集
積
所

に
は
出
せ
ま
せ
ん

事
業
所
ご
み
の
処
理

事
業
所（
飲
食
店
、
店
舗
な
ど
）か
ら

発
生
す
る
一
般
廃
棄
物（
ご
み
）は
、
一

般
家
庭
用
の
集
積
所
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

分
別
を
徹
底
し
、
市
の
処
理
施
設
へ

自
己
搬
入
す
る
か
、
収
集
運
搬
許
可
業

者
へ
委
託
す
る
な
ど
適
正
な
処
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
分
別
方
法
＝「
燃
や
せ
る
ご
み
」・

「
ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」・

「
ビ
ン
・
カ
ン
・
ガ
ラ
ス
」・「
金
物
・

陶
磁
器
類
」に
分
別
し
、
半
透
明
の
業

務
用
ご
み
袋
を
使
用
す
る

●
市
の
処
理
施
設
へ
自
己
搬
入
す
る
場
合

〇「
燃
や
せ
る
ご
み
」…
い
ず
み
清
掃
工

場（
1
36
‐
１
６
８
９
）

〇「
ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」・

「
ビ
ン
・
カ
ン
・
ガ
ラ
ス
」・「
金
物
・
陶

磁
器
類
」…
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
1
36

‐
１
０
０
０
）

●
許
可
業
者
に
処
理
を
委
託
す
る
場
合

市
の
ご
み
収
集
運
搬
許
可
業
者
へ

混
信
障
害
の
な
い
放
送
を

成
田
テ
レ
ビ
中
継
局

道
路
な
ど
に
放
置
さ
れ
た
自
動
車
は
、

通
行
の
妨
げ
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

周
辺
へ
の
ご
み
の
投
棄
に
よ
り
生
活
環

境
の
悪
化
を
生
じ
ま
す
。

市
で
は「
成
田
市
放
置
自
動
車
の
発
生

の
防
止
及
び
適
正
な
処
理
に
関
す
る
条

例
」に
よ
り
、
所
有
者
・
使
用
者
に
早
急

な
移
動
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

放
置
自
動
車
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、

廃
車
は
販
売
店
な
ど
で
手
続
き
を
し
、

責
任
を
も
っ
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
空
き
地
の
所
有
者
は
、
自
動

車
な
ど
を
放
置
さ
れ
な
い
よ
う
、
柵
や

看
板
を
設
置
す
る
な
ど
適
正
管
理
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

市
長
と
市
民
と
の

つ
ど
い
を
開
催

タ
ウ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

タ
ウ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
よ
り

多
く
の
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
し
た

「
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
市
長
が
直
接
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
市
政
に
関
す
る
意
見
や

提
案
な
ど
を
聴
き
、
ま
た
語
り
合
う
場

と
し
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

参
加
を
希
望
す
る
人
は
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
８
月
18
日（
水
）
午
前
10
時
〜

正
午

●
会
場
＝
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

●
テ
ー
マ
＝
市
政
に
関
す
る
こ
と

※
く
わ
し
く
は
市
民
支
援
課（
1
20
‐

１
５
０
７
）へ
。

毎
年
５
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
外

国
電
波
に
よ
る
混
信
障
害
に
よ
り
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ（
東
京
タ
ワ
ー
受
信
）の
総
合
・
教

育
テ
レ
ビ
の
映
像
が
時
間
帯
に
よ
り
乱

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

成
田
テ
レ
ビ
中
継
局
の
電
波
を
受
信

す
る
と
、
き
れ
い
な
画
面
で
見
ら
れ
ま

す
。
小
型
の
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
で
民
放

を
含
め
た
次
の
７
局
が
受
信
で
き
ま
す
。

千
葉
テ
レ
ビ
を
受
信
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
Ｕ
‐
Ｕ
混
合
器
で
混
合
し
ま
す
。

●
成
田
中
継
局
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
　
51

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
　
49

日
本
テ
レ
ビ
　
53

Ｔ
Ｂ
Ｓ
　
　
　
55

フ
ジ
テ
レ
ビ
　
57

テ
レ
ビ
朝
日
　
59

テ
レ
ビ
東
京
　
61

※
く
わ
し
く
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局

（
1
０
５
７
０
‐
00
‐
３
４
３
４
）へ
。

8月の水道水の排水作業日程
水道部では赤水の発生を防ぐため、次のとおり水道水の排水作業
を行います。予定地区では、一時的に減水あるいは赤水になること
もありますのでご了承ください。
なお、受水槽を使用している場合は、万一に備え適切な措置をお
願いします。

※くわしくは市水道部工務課（122-0269）へ。

作業日 予定場所 予定時間
8月2日（月） 並木町（大久保台・成瀬台）地区
8月3日（火） 並木町（上記以外）・不動ヶ岡地区
8月4日（水） 飯田町・囲護台地区

午後10時

午前4時
〜
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相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先

市民（行政）相談 月～金曜日 08：30～17：00 市役所2階相談室 市民相談室120-1507

市民生活相談（家事・民事） 月・木曜日 09：00～16：00 〃 〃

法律相談（予約制） 水曜日
13：00～16：00 〃 〃（裁判所で係争中の事件は除く） （11日は除く）

もめごと・なやみごと・苦情相談
24日（火） 10：00～15：00 市役所2階201会議室 〃（人権・行政相談）

不動産相談 17日（火） 10：00～12：00 〃 〃

税務相談 17日（火） 10：00～15：00 市役所2階相談室 〃

外国人相談
12日（木）・26日（木）13：00～16：00 市役所2階201会議室 〃（英語・中国語・スペイン語・ポルトガル語）

市民よろず相談 21日（土） 13：00～16：00
イオン成田ショッピング 県行政書士会印旛支部

0 センター 作田義美さん123-3286

女性就業（内職）相談
水・金曜日 10：00～16：00 市役所2階女性就業相談室 商工観光課122-1111 内線2724（来所前に要電話）

高齢者職業相談 月～金曜日 09：00～16：00 市役所2階高齢者職業相談室 商工観光課122-1111 内線2725

住宅相談（予約制）
12日（木） 10：00～12：00 成田商工会議所会議室

成田商工会議所122-2101
（新築・増改築に関する相談） 9日（月）までに申し込みを

パートタイマー職業相談 月～金曜日 09：00～16：00 パートサテライト（商工会館１階） パートサテライト122-8281

消費生活相談 月～金曜日 10：00～16：00 消費生活センター（市役所2階） 消費生活センター123-1161

年金相談 水曜日 10：00～15：00 市役所1階相談室 保険年金課120-1526

交通事故相談 3日（火） 10：00～15：00 市役所2階201会議室 交通防犯課120-1527

心配ごと相談 木曜日 10：00～15：00 保健福祉館会議室 社会福祉協議会127-7755

酒害相談 5日（木）・19日（木）09：00～12：00 〃 〃

家庭児童相談 月～金曜日 09：00～16：00 市役所1階家庭児童相談室 児童家庭課120-1538

戦没者遺族相談 23日（月） 10：00～15：00 市役所1階相談室 社会福祉課120-1536

健康体力相談 3日（火） 09：00～12：00 市体育館 市体育館126-7251

就学相談（予約制） 月・火・木曜日 09：00～17：00 市役所5階会議室 教育指導課120-1582

教育相談（予約制） 火曜日 09：00～16：00 教育センター（市立図書館2階） 教育センター120-6336

教育相談（不登校相談も） 月～金曜日 10：00～17：00 教育相談室 教育相談室128-3234
（ニュータウンセンタービル6階）

「売り上げ月30～50万円以上」軽
貨物ドライバー募集の折り込み

チラシを見て説明会に行きました。「仕
事はたくさんあるので紹介する。１日
13,000円、月30万円以上」との話を聞
き、仕事に必要な軽自動車のリース契
約をしました。契約後、陸運局への届
け出は業者が行い、1カ月後に車を受け
取りました。
しかし、自宅に帰っていろいろ調べ
たところ、仕事を紹介してくれる保証
がないことがわかりました。収入がな
いと月々のリース代も支払えないので
解約したいのですが。

解約のためには、業者に対し①
事業者から紹介される仕事をこ

Q

※くわしくは消費生活センター
（123-1161）へ。

なす従業員と思って応募したこと、②
事業計画や収支の目安も立てず「独立
自営業」の自覚がないまま説明を信用
して軽自動車のリース契約をしたこ
と、③仕事の紹介はなく、収入が得ら
れないこと、などを書面で業者に申し
出てみましょう。
このような契約は、従業員になる雇
用契約ではなく、陸運局へ業務用車輌
ナンバーの届け出を行う「軽貨物配送
業」という事業者になる契約であると
いう認識が必要です。
収入や仕事を紹介することが契約書
面などに記載されている場合も、その
内容をよく確認し、その根拠などにつ
いて、十分理解できるまで事業者に質
問するなどしましょう。

契約は、一度締結すると双方の合意
がなければ解約は出来ません。不明・
不安な点がある場合は急いで契約する
ことはやめましょう。仕事を始めるの
に、何らかの費用負担が伴う場合は注
意が必要です。契約はくれぐれも慎重
に。

A


